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　ギリシャの大きな港町、コリントでの伝道活動が
記録されています。
Ⅰ．人間の恐れ　９節
　私達は誰かを、何かを恐れる時に、そこから逃げ
出そうとします。迫ってくる危険や苦しみに息苦し
くなり、ストレスが溜まり、自由に伸び伸びと生き
ていくことができなくなります。
　パウロを傷つける言葉や無視、無関心、揶

や
揄
ゆ
。そ

の大きな理由は“メシアはイエスである”と力強く証
ししたからです。自分たちが大切に守り続けてきた
価値観と合わない、気に入らないから。どんな人間
関係にも付きまとってくる問題です。
　「わたしには責任がない」（6節）。パウロは、服の
塵
ちり
を振り払って、激しい怒りの感情を表しています。
服の塵を振り払うとは自分に責任がない事を示す為
の風習です。
Ⅱ．主イエスのご命令の言葉　９節
　「ある夜のこと」、パウロは心の中にある不安、恐
れ、怒りの感情が増大して、しかも肉体に幾多もの
持病を抱えていて、なかなか眠りにつくことができ
なかった。全ての事が無意味に思えてくる時がある。
ウツ状態。
　そのパウロに与えられたのが「恐れるな。語り続
けよ」という言葉です。恐れは必らず否定的な感情
を生み出し、伝道の妨げになります。恐れを捨て去
りなさい。黙っていてはいけない。相手が聴くか聴
かないかが問題ではない。神の言葉を語り続ける事
の大切さ。どんなに無視され、笑われても…。
　「わたしには責任がない」（6節）、パウロは大きな
失望、落胆に陥り、全てが無意味に思えてきて、こ

れ以上我
が
慢
まん
することができず、コリントの町を去ろ

うと固く決意するのです。
Ⅲ．主イエスの約束の言葉
　「わたしがあなたと共にいる」　10節
　たとい、コリントの町の多くの人たちがあなたに
背中を向けたとしても、この私はいつもアナタと一
緒にいるよ…。
　「あなたを襲って危害を加える者はない」（10節）、
伝道に困難や苦しみがない、ということではない。
信仰に反対する人たちはどこにも居る。パウロは自
分の力に限界を感じても、そこで絶望しなかった。
父なる神の確かな守りを確信していたのです。
　「この町には、私の民が大勢いる」　10節
　神が選んで下さった人たちが存在する。神が主体
的に選んで下さった人たちとの出会い―それが伝道
する大きな喜びの根拠、理由です。ユダヤ教のリー
ダー、会堂長のクリスポ、十字架の救いを嫌悪して
いた人物、その家族。また、コリントの町の多くの
人たち…。
　誰が神に選ばれているのかは誰にも分からない、
私は、自分を見てもそう思うのです。これこそ、確
かな神の選びの恵みなのです。
　コリントの町は、偶像礼拝が盛況で“コリントの
町には行かないように。危険がいっぱい待ち受けて
いる”と古くから言われていた所。パウロは１年６ヶ
月、そこにどっかりと腰を落ち着けて伝道し続けま
した。結果に左右されないで。慢性的な自殺願望者。
全てを否定して死を願っていたこの私にも福音の言
葉が届けられ、今があるのです。主に感謝。
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恐れるな、語り続けよ
　「恐れるな。語り続けよ。黙っているな。…この町には、わたしの民が大勢い
るからだ。」� （使徒言行録18章９ー10節）
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